
（12）イカナゴ資源生態調査

予算 

運営費交付金 

概要 

大阪府の重要な水産資源であるイカナゴの資源生態を明らかにし、毎年の資源状態を把握する
ことにより、漁況予報に必要な資料を収集するとともに、適正な資源管理をおこなうための知
見を集積することを目的として実施している。本年も、従来同様に仔魚分布調査と漁獲物測定
調査を実施した。なお、イカナゴの生活史周期から、調査を暦年で区切ったほうがわかりやす
いため、本報告では暦年の 2023 年の調査結果について述べる。

調査方法 

１．調査定点 
１）仔魚分布調査

大阪湾内の 12 調査点（資料 1 参照）
２）漁獲物測定調査

中部地区の岸和田市漁協

２．調査期間と実施日 
１) 仔魚分布調査

第 1 回調査：2023 年 1 月 5、6 日
第 2 回調査：2023 年 1 月 17、18 日
第 3 回調査：2023 年 1 月 31、2 月 3 日

２）漁獲物測定調査
2023 年 3 月 4 日

３．調査項目 
１) 仔魚分布調査

口径 60cm、目合い 0.335mm ボンゴネットによる表層～近底層の往復傾斜曳き採集。
２）漁獲物測定調査

漁期間中（2023 年 3 月 4 日～8 日）の漁獲物を原則として 1 週間に 1 回以上採取し、1 回
につき原則 100 尾を全長測定

４．調査船 
１）仔魚分布調査

漁業調査船「おおさか」（19 トン、680 kw×2 基）

調査結果 

１．仔魚分布調査 
調査の結果をもとに、2023 年 2 月 20 日に発表した「イカナゴしんこ漁況予報（令和 5 
年）」を「資料 1」に示す。 
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２．漁獲物測定調査 
     測定結果を表 1 に示す。 

 

担当者 
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表１ イカナゴ資源生態調査 漁獲物測定調査結果 
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資料１ イカナゴ資源生態調査、イカナゴしんこ漁況予報（令和４年） 
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資料１ 続き 

145



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１ 続き 
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資料１ 続き 
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